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恐
れ
入
谷
の
鬼
子
母
神
は

有
名
だ
が
、
び
っ
く
り
下
谷

の
広
徳
寺
は
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
下
谷
は
台
東
区
の
西
側

を
占
め
る
江
戸
時
代
以
前
か

ら
の
地
名
で
、
商
人
の
町
と

し
て
江
戸
文
化
の
中
心
で
あ

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
私
は
8

年
前
か
ら
縁
あ
っ
て
下
谷
医

師
会
の
一
員
と
な
っ
た
が
、

通
勤
の
地
下
鉄
で
乱
読
す
る

文
庫
本
の
う
ち
、
時
代
物
が

格
段
に
面
白
く
感
じ
る
こ
と

に
最
近
気
付
い
た
。

　

病
院
の
前
に
車
坂
通
り
と

い
う
変
哲
も
な
い
道
が
あ

る
。
藤
沢
周
平
さ
ん
の
作
品

で
、
妙
齢
の
小
唄
の
師
匠
さ

ん
が
一
人
で
暮
ら
す
仕
舞
屋

が
車
坂
に
あ
っ
た
。
こ
れ
だ

け
の
こ
と
で
い
ら
ぬ
想
像
が

一
気
に
膨
ら
む
。
彰
義
隊
に

加
わ
ろ
う
と
下
谷
の
長
屋
か

ら
飛
び
出
し
た
若
者
も
い

た
。
上
野
の
山
ま
で
走
れ
ば

数
分
で
あ
ろ
う
。
家
で
大
砲

の
轟
き
を
聞
く
母
親
に
も
同

情
し
、
早
く
逃
げ
帰
る
よ
う

念
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

永
寿
の
分
院
が
あ
る
柳
橋

も
、
景
気
の
い
い
札
差
ら
が

芸
者
衆
と
遊
ぶ
料
理
屋
や
船

宿
の
あ
る
町
と
し
て
頻
繁
に

描
か
れ
る
。
宇
江
佐
真
理
さ

ん
の
「
髪
結
い
伊
三
次
捕
物

余
話
」
で
は
、
伊
三
次
の
女

房
で
深
川
芸
者
の
お
文
が
こ

の
町
の
風
情
も
よ
く
伝
え
て

く
れ
る
。
柳
橋
か
ら
吉
原
に

繰
り
出
す
際
は
、
細
長
く
て

滅
法
速
い
猪
牙
舟
（
ち
ょ
き

ぶ
ね
）
を
雇
っ
て
大
川
を
猛

進
し
た
ら
し
い
。
な
る
程
、

こ
れ
な
ら
15
分
で
着
く
し
気

合
も
入
ろ
う
。
吉
原
大
門
の

手
前
に
は
区
立
台
東
病
院
が

あ
り
度
々
訪
問
す
る
。「
み

を
つ
く
し
料
理
帖
」
の
あ
さ

ひ
太
夫
ら
を
思
い
浮
か
べ
、

往
時
を
偲
ん
で
辺
り
を
散
策

し
た
い
の
だ
が
、
知
り
合
い

に
見
ら
れ
る
と
妙
な
噂
が
立

ち
そ
う
で
実
行
で
き
な
い
。

　

医
療
の
話
題
も
ひ
と
つ
。

医
療
安
全
の
一
環
で
、
手
術

当
日
に
左
右
ど
ち
ら
の
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
か
患
者
さ
ん
に
申

告
し
て
頂
く
。
回
診
時
に
1

回
目
、
手
術
室
へ
の
申
し
送

り
で
2
回
目
、
外
回
り
ナ
ー

ス
か
ら
3
回
目
。
あ
る
男
性

患
者
さ
ん
、
3
回
目
で
怒
り

出
し
、「
お
ん
な
じ
事
何
度

も
何
度
も
聞
き
や
が
っ
て
、

い
い
加
減
に
し
ち
く
ん
な

！
」。
こ
れ
を
聞
い
て
、「
本

所
お
け
ら
長
屋
」
の
短
気
だ

が
情
に
厚
い
万
造
と
松
吉
を

思
い
出
し
た
。
江
戸
っ
子
に

合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
。

（
永
寿
総
合
病
院
副
院
長
、

医
療
安
全
室
長

�

愛
甲　

聡　

65
回
）

　

第
87
回
北
里
記
念
式
が
６

月
12
日
午
後
１
時
か
ら
北
里

講
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
式

は
初
代
医
学
部
長
・
北
里
柴

三
郎
先
生
の
命
日
に
際
し
て

行
わ
れ
る
。
優
れ
た
研
究
実

績
を
称
え
て
、
基
礎
系
に
北

里
賞
、
臨
床
系
に
北
島
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

昭
和
26
年
に
北
里
先
生
の

偉
業
を
記
念
し
て
北
里
賞
が

始
ま
り
、
昭
和
33
年
に
第
二

代
医
学
部
長
・
北
島
多
一
先

生
を
記
念
し
た
北
島
賞
が
加

わ
っ
た
。
今
年
度
、
北
里
賞

に
１
名
、
北
島
賞
に
１
名
が

選
出
さ
れ
た
。

　

北
里
賞
受
賞
の
本
田
氏

は
、
ヒ
ト
の
腸
に
住
み
着
く

約
１
０
０
０
種
類
の
腸
内
細

菌
と
免
疫
細
胞
と
の
関
係
に

注
目
し
、
腸
内
細
菌
を
無
菌

マ
ウ
ス
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
免
疫
細
胞
に
深
く
関

わ
る
腸
内
細
菌
を
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
て
同
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
同
定
し
た

腸
内
細
菌
を
制
御
す
る
こ
と

で
、
腸
内
細
菌
の
構
成
異
常

が
原
因
で
あ
る
難
治
性
疾
患

の
治
療
に
応
用
し
て
い
る
。

　

北
島
賞
の
小
㟢
氏
は
、
血

小
板
が
大
き
く
、
そ
し
て
数

が
少
な
く
四
肢
が
太
い
患
者

の
原
因
が
Ｃ
Ｄ
Ｃ
42
遺
伝
子

の
異
常
で
あ
る
と
同
定
し
、

身
長
が
伸
び
切
っ
て
骨
格
筋

異
常
が
認
め
ら
れ
る
２
つ
の

症
例
の
原
因
遺
伝
子
を
同
定

す
る
な
ど
、
未
知
の
疾
患
の

原
因
を
同
定
し
て
い
る
。

　

式
典
は
、
北
里
先
生
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
厳
か
な

空
気
に
包
ま
れ
た
。
２
名
の

受
賞
者
を
称
え
て
、
長
谷
山

彰
塾
長
、
天
谷
雅
行
医
学
部

長
、武
田
純
三
三
四
会
長
、北

里
一
郎
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

　

長
谷
山
塾
長
は
、
北
里
先

生
の
御
命
日
に
こ
の
よ
う
な

式
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
述
べ
、「
贈
医
」

に
も
見
ら
れ
る
福
澤
先
生
の

実
学
精
神
が
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

述
べ
た
。

　

天
谷
医
学
部
長
は
、
北
里

賞
と
北
島
賞
の
授
与
の
伝
統

が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
と
述
べ
、
こ

の
度
設
立
さ
れ
た
新
病
棟
で

提
供
さ
れ
る
医
療
の
テ
ー
マ

の
根
本
に
は
北
里
先
生
の
理

念
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
と

語
っ
た
。

　

武
田
三
四
会
長
は
、
北
里

先
生
の
「
基
礎
医
学
と
臨
床

医
学
の
連
繋
を
緊
密
に
し
、

学
力
は
融
合
し
て
一
家
族
の

如
く
」
と
い
う
言
葉
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
学
内
だ
け
で
な
く
他

大
・
産
業
医
等
と
の
連
携
を

進
め
て
い
き
た
い
と
語
っ

た
。

　

北
里
一
郎
氏
は
、
北
里
先

生
の
「
報
恩
の
精
神
」
に
よ

り
本
塾
医
学
部
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
を
語
っ
た
。ま
た
、今

回
受
賞
さ
れ
た
２
氏
は
基
礎

・
臨
床
の
両
方
で
成
果
を
上

げ
て
お
り
、
北
里
賞
・
北
島

賞
に
相
応
し
い
と
述
べ
た
。

　

式
に
は
、長
谷
山
彰
塾
長
、

竹
内
勤
常
任
理
事
、
天
谷
雅

行
医
学
部
長
、
北
川
雄
光
病

院
長
、
河
上
裕
医
学
部
長
補

佐
、
金
井
隆
典
医
学
部
長
補

佐
、武
田
純
三
三
四
会
長
、そ

し
て
北
里
一
郎
氏
が
出
席
さ

れ
た
。
北
里
研
究
所
か
ら
は

小
林
弘
祐
理
事
長
、
川
瀬
惠

史
常
任
理
事
、
小
瀧
徹
常
任

理
事
、
北
里
英
郎
理
事
、
北

里
大
学
の
馬
嶋
正
隆
副
学
長

が
出
席
し
、受
賞
を
祝
っ
た
。

　

華
々
し
い
授
賞
式
と
記
念

撮
影
の
の
ち
、
受
賞
者
２
氏

の
15
分
間
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
講
堂
に
詰
め
掛
け
た
多

く
の
聴
衆
か
ら
の
祝
福
の
拍

手
に
包
ま
れ
、
無
事
閉
式
と

な
っ
た
。

��

（
２
年　

諏
訪
弘
治
）

北
里
賞 
本
田
賢
也

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
微
生
物
学
・
免
疫
学 

教
授
）

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ
ー 

教
授
）

北
島
賞 

小
㟢 
健
次
郎

「 

免
疫
系
に
深
く
影
響
を
与
え
る
腸
内
細
菌
株
の
同
定
と

そ
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
研
究
」

「 

臨
床
遺
伝
学
の
医
療
実
装
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院
か
ら

の
新
規
２
疾
患
の
発
見
」

今
年
度
の
受
賞
者
の
集
合
写
真
（
上
段
左
か
ら
、
金
井
医
学
部

長
補
佐
、
武
田
三
四
会
長
、
竹
内
常
任
理
事
、
天
谷
医
学
部
長
、

北
川
病
院
長
、
河
上
医
学
部
長
補
佐
、
下
段
左
か
ら
、
北
里
氏
、

本
田
氏
、
小
㟢
氏
、
長
谷
山
塾
長
）

今年度の三四会奨励賞受賞者たち

JKiC棟1階のオープンスペース。写真右側は会議室

第87回 北里記念式挙行
　

去
る
６
月
16
日
（
土
）
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
11

階
大
会
議
室
で
平
成
30
年
度

定
例
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

山
上
淳
理
事
（
77
回
）
に

よ
る
発
声
に
引
き
続
き
塾
歌

を
斉
唱
し
た
。
長
倉
和
彦
議

長
に
よ
る
「
開
会
宣
言
に
続

き
、
平
成
29
年
度
物
故
会
員

98
名
に
対
し
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。
最
初
に
武
田
純
三
会

長
（
52
回
）
よ
り
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。
冒
頭
で
新
病
院
棟

の
竣
工
式
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
、
５
月
７
日
よ
り
無
事

開
院
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
新
病
院
棟
建
築
募
金
へ

の
三
四
会
員
へ
の
謝
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
で
あ
る
平
成

29
年
度
事
業
報
告
が
古
梶
清

和
副
会
長
（
63
回
）
に
よ
り

行
わ
れ
、
ほ
ぼ
前
年
通
り
に

各
種
事
業
が
行
わ
れ
た
と
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
三
四
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
支
部
会
の

様
子
を
載
せ
た
い
の
で
写
真

な
ど
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と
の

要
請
が
あ
っ
た
。
医
師
会
で

会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
監

事
な
ど
を
務
め
る
三
四
会
員

の
調
整
を
行
い
相
互
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
た
い

と
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。
産
業
医
委
員
会
の
山
澤

文
裕
理
事（
60
回
）よ
り
三
四

会
員
の
産
業
医
の
連
携
を
は

か
り
、
慶
應
医
師
会
な
ど
塾

内
と
の
連
携
を
深
め
て
ゆ
き

た
い
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
で
あ
る
平
成

29
年
度
会
計
決
算
が
渡
辺
真

純
副
会
長
（
64
回
）
よ
り
上

程
さ
れ
、
収
入
・
支
出
と
も

ほ
ぼ
例
年
通
り
で
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
あ
る
財
産

目
録
、
会
計
事
務
処
理
並
び

に
財
産
管
理
監
査
報
告
が
松

本
純
夫
監
事
（
52
回
）
よ
り

行
わ
れ
、
会
計
及
び
会
計
以

外
の
業
務
が
適
正
に
行
わ
れ

た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案
で
あ
る
募
金

活
動
報
告
が
末
岡
浩
理
事

（
59
回
）
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
現
在
の
募
金
額
は
26
億

４
０
０
０
万
円
に
達
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
三
四
会
員
、

関
連
企
業
へ
の
感
謝
の
意
が

表
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
で
あ
る
平
成

30
年
度
の
事
業
計
画
が
リ
ー

啓
子
副
会
長
（
60
回
）
よ
り

提
案
さ
れ
、
今
年
度
も
連
合

三
田
会
で
医
学
部
講
演
会
・

赤
倉
山
荘
模
擬
店
・
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
こ
と
、
医
学
部
新
聞
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
４
月
１
日

よ
り
編
集
委
員
長
が
10
年
以

上
務
め
ら
れ
た
坪
田
一
男
理

事
（
59
）
よ
り
門
川
俊
明
理

事
（
70
）
に
引
き
継
が
れ
、

門
川
編
集
委
員
長
よ
り
今
後

は
学
外
の
三
四
会
員
の
情
報

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
い

と
の
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
で
あ
る
平
成

30
年
予
算
が
渡
辺
真
純
副
会

長
（
64
回
）
に
よ
り
上
程
さ

れ
、
収
入
・
支
出
と
も
に
例

年
通
り
の
計
上
し
て
い
る
旨

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
１
〜
６
号
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
天

谷
医
学
長
（
64
回
）
よ
り
医

学
部
・
病
院
報
告
が
行
わ
れ

た
。
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た

新
病
棟
が
無
事
開
院
し
今
後

は
最
新
の
技
術
と
広
々
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
で
最
先
端
の
医

学
部
、
薬
学
部
、
看
護
医
療

学
部
が
連
携
し
研
究
を
展
開

し
、
人
材
育
成
に
務
め
て
ゆ

く
構
想
、
厚
生
労
働
省
の
三

四
会
員
と
の
懇
親
会
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。
武
田
会
長

よ
り
高
額
寄
付
者
へ
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
全
体
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
三
四
会
奨
励
賞
の

選
考
結
果
が
古
梶
副
会
長
よ

り
報
告
さ
れ
、
武
田
純
会
長

会
長
よ
り
嶋
晴
子
君
（
小
児

科
学
教
室
）、
高
橋
祐
介
君

（
外
科
学
（
呼
吸
器
）
教

室
）、
田
中
伸
之
君
（
泌
尿

科
学
教
室
）、
杉
本
真
也

（
内
科
学
（
消
化
器
）
教

室
）、
清
野
隆
（
内
科
学

（
消
化
器
）
教
室
）、
安
西

惇
君
（
内
科
学
（
循
環
器
）

教
室
）、
川
野
義
長
君
（
内

科
学
（
腎
臓
・
内
分
泌
・
代

謝
）
教
室
）
の
７
名
の
受
賞

者
へ
の
授
賞
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
今
年
度
は
社
会
功
労

賞
の
応
募
は
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
星
野
健
副
議
長

（
63
回
）
か
ら
参
加
者
へ
の

謝
意
が
述
べ
ら
れ
閉
会
と
な

っ
た
。
閉
会
後
、
ザ
パ
ー
ク

で
情
報
交
換
会
が
催
さ
れ
、

ラ
ス
ト
は
応
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ

の
山
上
淳
理
事
（
77
回
）
の

指
揮
の
下
、
参
加
者
全
員
で

「
若
き
血
」
を
歌
い
散
会
と

な
っ
た
。

（
理
事

�
長
谷
川
直
樹　

64
回
）

療
を
提
供
可

能
と
な
っ
た

こ
と
へ
の
感

謝
が
述
べ
ら

れ
た
。
医
学

部
で
は
97
回

生
の
現
役
生

の
国
家
試
験

合
格
率
が
１

０
０
％
で
あ

っ
た
こ
と
、

白
衣
式
の
模

様
、
海
外
で

の
臨
床
研
修

の
状
況
に
つ

い
て
報
告
さ

れ
た
。
ま

た
、
今
後
医

学
部
、
理
工

　

平
成
30
年
6
月
9
日�

第

１
１
５
回
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ

ー
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
夜

明
け
前
」
が
開
催
さ
れ
、
１

７
１
名
の
皆
様
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
が
ん
治
療
は
発
生

臓
器
ご
と
に
様
々
な
治
療
法

に
関
す
る
臨
床
試
験
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ

い
て
標
準
治
療
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
が
ん
の

発
生
や
進
展
は
遺
伝
子
の
変

異
の
蓄
積
が
原
因
で
あ
り
、

こ
う
し
た
遺
伝
子
の
異
常
を

指
標
に
し
た
個
別
化
治
療
す

な
わ
ち
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
」
が
世
界
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
邦
に
お
い

て
も
国
を
挙
げ
て
こ
れ
を
推

進
す
る
運
び
と
な
り
本
年
2

月
に
は
で
当
院
が
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
「
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
中
核
拠
点
病
院
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
は
認

定
さ
れ
た
全
国
11
病
院
の
う

ち
唯
一
の
私
立
大
学
病
院
で

あ
り
、
新
し
い
時
代
の
が
ん

医
療
を
先
導
す
る
上
で
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
の
生
涯
教
育
研

修
セ
ミ
ナ
ー
で
は
い
よ
い
よ

本
格
的
に
稼
働
し
始
め
る
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
取
り
上

げ
、
こ
の
領
域
で
日
本
を
代

表
す
る
３
名
の
講
師
の
皆
様

に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
学
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ

ー
教
授
で
あ
る
小
崎
健
次
郎

氏
は
、
難
病
・
遺
伝
性
疾
患

ゲ
ノ
ム
医
療
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
り
、
網
羅
的
な
遺
伝
子
解

析
を
用
い
て
遺
伝
子
異
常
に

起
因
す
る
希
少
な
疾
患
を
発

見
し
、
治
療
法
の
開
発
に
繋

げ
る
未
診
断
疾
患
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
世
界
的
に
展
開
し
て

き
た
実
績
を
紹
介
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
基
盤

整
備
が
遺
伝
性
腫
瘍
の
発
見

や
広
く
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の

展
開
に
繋
が
る
こ
と
を
示
さ

れ
、
ゲ
ノ
ム
医
療
の
社
会
実

装
は
基
礎
・
臨
床
の
連
携
が

重
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
学

初
代
医
学
部
長
北
里
柴
三
郎

先
生
の
建
学
の
精
神
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
学
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
ゲ
ノ

ム
医
療
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授

西
原
広
史
氏
は
、
本
学
ゲ
ノ

ム
医
療
推
進
の
実
務
担
当
者

と
し
て
前
任
地
で
の
ゲ
ノ
ム

医
療
立
ち
上
げ
の
経
験
か

ら
、
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

���

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
産
学
医
連
携
部

門
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
研
究

開
発
部
門
と
協
力
し
て
、
Ｊ

Ｋ
ｉ
Ｃ
の
発
展
に
資
す
る
研

究
創
出
、
事
業
創
出
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
活
動
を
行

う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
、
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
で
は
、
研
究

創
出
活
動
と
し
て
４
つ
の
領

域
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

稼
働
し
て
い
ま
す
が
（
本
連

載
第
１
回
〜
第
４
回
に
記

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
産
学
連
携
の
取
り
組
み

　

高
度
な
素
材
と
化
学
製
品
開
発
を
促
進
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
化
学
研
究
者

と
慶
應
医
学
部
の
研
究
者
・
医
師
に
よ
る
産
学
共
同
研
究
拠
点
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應

義
塾
大
学
医
学
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
）」
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

研
究
テ
ー
マ
に
研
究
費
を
支

援
し
、
シ
ー
ズ
を
育
成
す
る

学
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

い
う
制
度
も
設
け
、
毎
年
新

規
の
研
究
課
題
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

���

産
学
医
連
携
部
門
で
は
、

研
究
の
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目

的
と
し
た
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー

・
勉
強
会
・
講
習
会
も
企

画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
２
０
１
７
年
度
は
、

幾
つ
か
の
省
庁
の
方
々
に
国

の
政
策
に
つ
い
て
の
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
に
は
生
体
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
最
先

端
機
器
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
広
く
慶
應
の

研
究
者
が
使
用
で
き
る
よ
う

講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

���

産
学
医
連
携
部
門
で
は
、

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
棟
の
ス
ペ
ー
ス
を

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
有
効
に

活
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
既

に
、
多
く
の
学
生
や
研
究
者

や
医
療
関
係
者
が
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ

棟
１
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
グ
ル
ー
プ
学
習
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
セ
ミ

ナ
ー
や
講
習
会
目
的
で
の
会

議
室
利
用
も
産
学
医
連
携
部

門
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

１
階
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
も
含
め
様
々
な

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

異
な
る
人
々
が
交
流
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る

場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
に
工
夫
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
谷　

秀
行（
60
相
当
）

孤
嶋
慎
一
郎（
71
相
当
）

産
学
医
連
携
部
門
長

産
学
医
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

産
学
医
連
携
部
門

載
）、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果

を
学
術
的
な
成
果
と
し
て
終

わ
ら
せ
ず
、
新
し
い
事
業
創

出
へ
と
離
陸
さ
せ
る
た
め
の

管
制
塔
と
な
る
の
が
産
学
医

連
携
部
門
で
す
。

���

本
部
門
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
と
慶

應
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
人
の
部

門
長
、
２
人
の
産
学
医
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
加
え

て
４
名
の
支
援
人
材
の
総
勢

８
人
で
構
成
さ
れ
、
各
種
会

日時：平成30年５月18日（金）午後７時〜

報告事項
１．�産業医委員会より医学部・病院・三四会が連携して産業医に対す
る支援を組織的に行う計画、並びに慶應医師会との連携につき報
告された。

２．�医師ワークライフ支援委員会主催の第11回先輩医師と語る会を６
月８日に開催予定。

３．�医学部新聞編集長が４月１日より坪田一男理事より門川俊明理事
に交代とともに、編集委員も新規交代した。今後学外情報も多く
伝えていく方針。

４．�本年の慶應赤倉アカデミー（ＫＡＡ）は10月13〜14日に開催決
定。講師は門川俊明先生。

　　�本年の連合三田会大会は10月21日（日）に開催される。今年も医
学部講演会を予定し、講師は北里研究所病院糖尿病治療センター
長山田悟先生の予定。

５．�2019年春の叙勲受章者は１名で、瑞宝双光章を野崎正之先生（児
39）が受章された。

６．�北里賞・北島賞の受賞予定者２名が報告された。北里賞：本田賢
也先生（微73相当）、北島賞：小㟢健次郎先生（児68）

７．�葛西健氏（69）が西太平洋地域事務局長選挙の正式な立候補者に
決定。６月８日に葛西健氏を励ます会（仮称）が予定されてい
る。

８．�新病院棟建設募金状況について、および、今後信濃町キャンパス
整備資金として募金が継続していること、銘板対象者に慎重に確
認作業が行われることが報告された。

審議事項
１．�６月16日の定例評議員会に議事として提出される平成29年度決算
・平成30年度予算案が承認された。

２．�三四会奨励賞の候補者７名が承認された。（敬称略）嶋�晴子（児
82相当）、高橋�祐介（外82回）、田中�伸之（泌82回）、杉本�真也
（内88回）、清野�隆史（内87回）、安西�淳（内84回）、川野�義長
（内86回）

平成30年度 第1回定時理事会報告

三
四
会
評
議
員
会
報
告

第
１
１
５
回
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
夜
明
け
前
」開
催

北
川 

雄
光（
65
回
）

病
院
長

平
成
30
年
度

嶋
　 

晴
子
（
小
児
科　

児
82
相
当
）

「
ヒ
ス
ト
ン
ユ
ビ
キ
チ
ン
化
酵
素Ring1A

/B

はGlis2

の
発
現
を
抑
制
し
て
急
性
骨
髄
性
白

血
病
幹
細
胞
を
維
持
す
る
」

清
野 

隆
史
（
消
化
器
内
科　

内
87
回
）

「
ヒ
ト
由
来
膵
腫
瘍
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
に
よ
り
明

ら
か
と
な
っ
た
幹
細
胞
ニ
ッ
チ
因
子
非
依
存

性
の
獲
得
に
伴
う
膵
が
ん
の
悪
性
化
」

高
橋 

祐
介
（
呼
吸
器
外
科　

外
82
回
）

「
肺
切
除
術
後
の
肺
再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
と
臨
床
応
用
の
探
索
」

川
野 

義
長
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル

　

セ
ン
タ
ー　

内
86
回
）

「
腸
管
免
疫
を
介
し
た
新
規
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
制
御
機
構
の
解
明
」

杉
本 

真
也
（
消
化
器
内
科　

内
88
回
）

「
ヒ
ト
正
常
大
腸
幹
細
胞
の
同
所
異
種
移

植
技
術
の
確
立
」

安
西 

　
淳
（
循
環
器
内
科　

内
84
回
）

「
心
筋
梗
塞
後
心
不
全
に
対
す
る
新
規
治

療
標
的
の
同
定
」

田
中 

伸
之
（
泌
尿
器
科　

泌
82
回
）

「
腫
瘍
内
不
均
一
性
を
可
視
化
す
る
３
次
元
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立
」

平成30年度三四会奨励賞受賞者

基
礎
分
野

議
開
催
、
契
約
締
結
支
援
、

広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

な
ど
の
運
営
・
事
務
業
務
を

行
う
こ
と
で
、『
産
』
と

『
学
医
』
を
円
滑
に
連
携
さ

せ
、
ｗ
ｉ
ｎ
―
ｗ
ｉ
ｎ
の
結

果
を
得
る
た
め
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
部
門
で

は
、
研
究
開
発
の
進
捗
を
事

業
化
の
視
点
か
ら
毎
年
評
価

す
る
仕
組
み
の
導
入
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究

テ
ー
マ
の
健
全
な
新
陳
代
謝

を
推
進
す
る
制
度
の
検
討
に

も
着
手
し
ま
し
た
。
企
業
と

の
共
同
研
究
開
発
は
、
知
的

財
産
、
契
約
、
利
益
相
反
、

さ
ら
に
臨
床
研
究
を
行
う
場

合
は
同
意
取
得
や
個
人
情
報

保
護
へ
の
配
慮
と
対
応
が
必

要
で
す
。
学
内
の
専
門
家
と

協
力
し
、
こ
れ
ら
連
携
に
伴

う
種
々
の
問
題
を
、
効
率
的

に
処
理
す
る
こ
と
も
Ｊ
Ｋ
ｉ

Ｃ
産
学
医
連
携
部
門
の
重
要

な
仕
事
で
す
。
更
に
、
Ｊ
Ｋ

ｉ
Ｃ
の
研
究
創
出
活
動
は
４

つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

限
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
研
究
開

発
部
門
と
と
も
に
、
早
期
の

査
シ
ス
テ
ム
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
本
学
が
実

施
し
て
い
るPleSSison

検

査
や
そ
の
実
施
体
制
を
紹
介

し
、
本
学
が
24
の
連
携
病
院

と
共
に
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の

普
及
、
均
て
ん
化
を
目
指
し

て
活
動
す
る
計
画
を
語
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
所
所
長
で
あ

り
、
本
年
6
月
に
発
足
し
た

が
ん
ゲ
ノ
ム
情
報
管
理
セ
ン

タ
ー
の
所
長
を
兼
務
す
る
間

野
博
行
氏
が
、
日
本
の
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
間
野
氏
は
一
部
の
肺
が

ん
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
遺

伝
子
変
異
を
同
定
し
、
こ
れ

を
標
的
と
し
た
分
子
標
的
治

療
が
劇
的
に
奏
効
す
る
こ
と

を
世
界
に
向
け
て
示
し
た
ご

経
験
か
ら
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
の
重
要
性
、
可
能
性
に
つ

い
て
熱
心
な
解
説
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
「
夜
明
け
前
」
と
題

し
ま
し
た
よ
う
に
」
日
本
の

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」
は
世

界
水
準
に
遅
れ
を
取
っ
て
い

る
の
が
実
状
で
す
。
本
学
で

は
関
連
病
院
と
の
連
携
体
制

を
強
化
し
、
日
本
最
大
の
が

ん
ゲ
ノ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
し
、
日
本
の
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
均
て
ん
化
に
お
い
て

先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て

参
る
所
存
で
す
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
こ
う
し
た
本
学
の

姿
勢
に
つ
い
て
も
皆
様
に
ご

理
解
を
頂
き
、
今
後
の
ご
支

援
を
い
た
だ
く
良
い
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ

ー
開
催
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま

し
た
関
係
者
す
べ
て
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。


